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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 10 月 30 日に公表した連結業績予想を下記のとおり

修正いたします。 

 

記 

 
平成 22 年 3 月期の通期連結業績予想数値の修正 

（平成 21 年 4 月１日～平成 22 年 3 月 31 日） 

                                 （単位：百万円） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 190,000       1,300       2,000       900 

今 回 発 表 予 想 ( Ｂ )     192,781       1,791       2,441    1,180 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ )       2,781       491      441      280 

増 減 率 ( ％ )      1.5      37.8      22.1     31.1 
(ご参考)前期通期実績 

(平成 21 年 3月期） 

 
    185,959       1,219       1,851       1,048 

 

修正の理由 

 グループ全体におきましては、設備投資などの投資コストが増加している中、グループ各

企業の努力やホールディングスの統合効果により、減価償却費以外の一般業務コストが予定

以上の削減となる見込みとなりました。医薬品事業におきましては、前期に引き続き市場価

格は厳しい水準で推移したものの、メーカーとのプロモーション活動によるフィービジネス

の拡大により、前回予想を上回る利益を獲得できる見通しです。また、医療機器事業におき

ましては、医療施設の新築における機器・備品の納入や大型機器の買い替え需要を予想以上

に取り込むことができ、売上・利益ともに計画を上回る見通しです。 
以上の結果、営業利益、経常利益および当期純利益が、平成 21 年 10 月 30 日に発表した

平成 22 年 3 月期の前回発表予想を上回る見込みとなったことから、連結業績予想を上記の

とおり修正するものであります。 
 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在における入手可能な情報に基づいて作成したもの

であり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がございます。 

 

以 上  

眞  鍋   雅  昭 


